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木曽川
水園

自然発見館

川島 PA
（下り線）

オアシス
ホイール
（観覧車）

ステージ

ゲート

アクア・トト
ぎふ（水族館） 音

楽
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

音
楽
と
と
も
に
楽
し
み
た
い
逸
品
が
勢
ぞ
ろ
い

夏
フ
ェ
ス
と
企
業
が
コ
ラ
ボ

今
年
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
こ
の
９
組

今
夏
も
注
目
の
野
外
フ
ェ
ス
！

　
２
０
１
３
年
ま
で
、「
村
国
座
」
で
開

催
さ
れ
て
き
た
夏
フ
ェ
ス
。
昨
年
か
ら
、

「
河
川
環
境
楽
園
」
へ
会
場
を
移
し
、
初

の
野
外
公
演
と
し
て
行
れ
ま
し
た
。
昨
年

は
、
約
４
万
人
の
方
が
訪
れ
、
大
変
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
「
各
務
原
市
の
夏
」
を
盛
り
上

げ
る
企
画
、河
川
環
境
楽
園
夏
フ
ェ
ス「
Ｏ

Ｕ
Ｒ  

Ｆ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ  
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｓ
」
を
今
年
も
開
催
！
人
気
ラ
ッ
プ
グ

ル
ー
プ
「
ス
チ
ャ
ダ
ラ
パ
ー
」
を
は
じ
め

９
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
市
を
盛
り
上
げ
た
い

と
い
う
熱
意
を
持
っ
た
「
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
も
、
夏
フ
ェ
ス
に
ス
タ
ッ
フ
で

参
加
！
市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
夏

フ
ェ
ス
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

全
国
の
「
夏
フ
ェ
ス
」
の
先
陣
を
切

り
、
夏
の
始
ま
り
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、「
各
務
原
市
の
活
力
」
を
全
国
へ

発
信
し
て
い
き
ま
す
！

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
今
年
も
強
力
な

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
登
場
！
見
逃
せ
な
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ば
か
り
で
す
。

出
演
者　

ス
チ
ャ
ダ
ラ
パ
ー
、
シ
ャ

ム
キ
ャ
ッ
ツ
、
Ｊ

ジ

ン

タ

ナ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
＆

Ｅ
エ

メ

ラ

ル

ズ

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
、Ｙ

ヨ

ギ

ー

ｏ
ｇ
ｅ
ｅ 

Ｎニ
ュ
ー

ｅ
ｗ 

Ｗウ

ェ

イ

ブ

ス

ａ
ｖ
ｅ
ｓ
、
王
舟
、
Ｏオ

ー

ラ

ン

ド

Ｒ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
、

ク
ボ
タ
タ
ケ
シ
、
Ｈハ

ー

フ

ビ

ー

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
、
Ｄ
Ｊ 

Ｍモ

ー

テ

ィ

ブ

Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

【
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！
】

費
用　

前
売
３
０
０
０
円
、
当
日
券

４
０
０
０
円

販
売
所　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
（
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
６
階
）、市
民
会
館
、ｅ+

（
イ
ー

プ
ラ
ス
）
な
ど

　

会
場
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
園
者
が
集
う
河
川
環
境
楽
園
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
公
演
エ
リ
ア
を
、公
園
西
側
の
自
然
発
見
館
前
、

芝
生
広
場
に
設
置
し
ま
す
。
公
演
エ
リ
ア
は
、
リ
ス
ト
バ
ン
ド
で
何

度
で
も
出
入
り
で
き
ま
す
。

　

毎
回
大
好
評
の
フ
ー
ド
エ
リ
ア
は
、
チ
ケ
ッ
ト
が
な
く
て
も
利
用

Ｏ
Ｋ
！
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
岐
阜
や
名
古
屋
の
お
店
も
出
店
予
定
で

す
。 

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

開
催
に
向
け
、
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

も
始
動
！

【
Ｓス

ペ

ー

ス

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ 
Ｓシ

ャ

ワ

ー

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ｖ
】

　

Ｃ
Ｓ
放
送
な
ど
で
視
聴
で
き
る
、

日
本
最
大
の
音
楽
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
。
当

日
の
模
様
を
人
気
番
組「
Ｄデ

ジ

タ

ル

ｉｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ

Ａア

ー

カ

イ

ブ

ス

ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ 

Ｘ
」
で
放
送
予
定
。

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
】　

今
年
も
夏
フ
ェ

ス
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
を
極
秘
開
発
中
！

「
各
務
原
キ
ム
チ
」
を
使
っ
た
期
間
限
定

商
品
が
登
場
す
る
!?

【
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
要
チ
ェ
ッ
ク
！
】

　

そ
の
他
、
詳
し
い
情
報
は
、
公
式
サ
イ

ト
（http://w

w
w

.ourfavoritethings.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
か
ら
、「
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
夏
フ
ェ
ス
に
参
加
。
学
生
や
社
会
人
な

ど
、
20
代
を
中
心
と
し
た
20
人
が
「
各
務

原
市
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
熱
意
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
夏
フ
ェ
ス
当
日
は
、
受
付
業
務
や
会
場

の
整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
２
回
程
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
市
の
魅
力
を
徹
底
解
明
。
市

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
市
内
の
飲
食
店
な

ど
を
取
材
し
て
い
ま
す
。
取
材
し
た
映

像
は
東
海
地
区
を
代
表
す
る
ウ
ェ
ブ
マ

ガ
ジ
ン
「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｙ
」（http://

liverary-m
ag.com

/

）
で
連
載
中
！
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
や
取
材
し
た
記
事
は

１
つ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と

し
て
ま
と
め
、
夏
フ
ェ
ス

当
日
に
配
布
し
ま
す
。　

■
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
直
撃
。

夏
フ
ェ
ス
へ
の
思
い
を
聞
い
て
み
た
！

野
村　

市
が
主
体
と
な
っ
て
、
音
楽
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
他
市

と
は
違
っ
て
面
白
い
な
と
、
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
取
材
を
し
て
い
て
気
付
い

た
こ
と
は
、「
夏
フ
ェ
ス
み
た
い
な
面
白

い
こ
と
を
し
て
い
る
市
に
、
面
白
い
人

や
モ
ノ
も
集
ま
っ
て
い
る
」
こ
と
。
夏

フ
ェ
ス
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち
に
Ｐ
Ｒ

し
た
い
で
す
ね
。

三
好　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
取
材
を
し

て
い
る
と
、
各
務
原
の
魅
力
を
再
発
見

し
ま
す
。
取
材
に
行
っ
た
カ
フ
ェ
は
と

て
も
か
わ
い
い
お
店
で
、
こ
ん
な
お
店

も
あ
っ
た
ん
だ
と
ビ
ッ
ク
リ
。
他
に
も

そ
ん
な
お
店
や
ス
ポ
ッ
ト
が　
　

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
夏　
　

フ
ェ
ス
に
来
て
く
れ
た
市
外　
　

の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
。

河川環境楽園夏フェス
７月12日（日）
12時30分～
20時30分

ブランド創造課☎058-383-1042

【公演エリア（有料）】
自然発見館前の芝生広場に特設ステー
ジが出現。9 組のアーティストが熱い
ステージを繰り広げます。ジャパニー
ズ・インディーロックからダンスミュー
ジック、ヒップホップまでさまざまな
ジャンルの音楽を展開します。

【フードエリア（無料）】
水園公園には、各店こだわりの逸
品が登場！充実したフードやドリ
ンクが来場した方を楽しませてく
れます。フードエリアには DJ ブー
スも設置。休憩しながら音楽をお
楽しみください。

昨年の夏フェスでの
ステージイベントの様子

（左から）シャムキャッツ、Yogee New Waves、スチャダラパー

市民ボランティア
野村幸代さん（右）
三好真里絵さん（左）

各務原の新たな魅力を
発見！

私たちが
伝えます

▼

市内カフェでの
取材風景（上）
ワークショップの
様子（下）

■

会場マップ

DJ ブースで盛り上
がる（上）、こだわ
りの逸品も要チェッ
ク（中）、フードだ
けでなく夏フェス
グッズも大人気！

（下）

PR はお任せ
！

市民ボラン
ティア活動

中！
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子どものみらい応援プラン

～子どもと家族の笑顔を地域全体で育むために～
詳細　子育て支援課☎ 058-383-1555

子どものみらい応援プラン ５つの基本目標子どものみらい応援プラン ５つの基本目標

すべての子どもと親が
幸せを実感できるまち
すべての子どもと親が
幸せを実感できるまち

　基本理念を実現するため、５つの基本目標を設定しました。この目標に沿って、今後５年間でさまざま
な施策を推進していきます。

　子どもの健やかな成長と、子育て家庭の楽しい育児を支援するため、保育サービスを充実するとともに、
まちぐるみで育児を応援する事業の充実を図ります。また、妊産婦や乳幼児の健康保持と増進を図り、安
心して子どもを生み育てることができる環境づくりを推進します。

　次代を担う子どもや子育て家庭を地域全体で支えるための意識啓発を図ると
ともに、地域市民による自主的な活動の輪を広げます。また、地域における多
様な子育て支援活動を推進するため、子育て支援ボランティアの養成やＮＰＯ
法人などとのネットワークの形成を図ります。

　家庭での育児が安心で楽しいものになるよう支援するとともに、子育てに関する情報提供や育児相談の
充実に努めます。また、父親が育児の楽しさを実感できる事業や、子育てへの理解を深める意識の啓発に
より、夫婦、家族で協力して子育てをする喜びにつなげます。

　子ども一人ひとりの個性が尊重され、健やかに成長できるよう学びや体験の
場の充実を図るとともに、安心して過ごすことができる環境の整備に努めます。
また、配慮を必要とする子どもと家庭に対する支援を充実し、気軽に相談でき、
適切なサービスが利用できる環境をつくります。

　性別・年齢に関係なく誰もが個人の生き方や働き方の選択肢を増やして、その人らしい人生の経路の実
現を目指す「ワーク・ライフ・バランス」の充実を図ります。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
、
そ
し
て
各
務
原
の
子
育
て
支
援
の
特

徴
と
な
る
の
が
、「
き
ず
な
～
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
～
」

で
す
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、
皆
さ
ん
の
応
援

が
不
可
欠
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、「
き
ず
な
」

を
築
き
、「
き
ず
な
」が
深
ま
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
親
と
子
、
子
と
子
、
親
と
親
、
家
族
と
家
族
の
「
き
ず

な
」
づ
く
り

　

子
ど
も
や
親
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
育
児
の
楽
し

さ
や
悩
み
を
共
有
で
き
る
仲
間
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】子
ど
も
館
事
業
の
充
実
。
子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
育
成

◆
子
育
て
家
庭
と
地
域
の
「
き
ず
な
」
づ
く
り

　

育
児
の
応
援
活
動
を
推
進
し
、
市
民
の
見
ま
も
り
な
ど

を
充
実
す
る
こ
と
で
、よ
り
安
心
な
育
児
に
つ
な
げ
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】
子
育
て
応
援
団
「
ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
」・

親
子
サ
ロ
ン
・
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

◆
子
ど
も
と
地
域
の
「
き
ず
な
」
づ
く
り

　

地
域
市
民
が
子
ど
も
と
の
関
わ
り
に
喜
び
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
が
地
域
に
見
ま
も
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
安
心
を
感
じ
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】
通
学
路
見
ま
も
り
隊

◆
親
の
学
び
に
よ
る
親
子
の
「
き
ず
な
」
づ
く
り

　

子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
育
児
を
学
ぶ
機
会
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
、
不
安
を
減
ら
し
、
楽
し
い
育
児
に
つ
な
げ
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】
子
ど
も
館
で
の
子
育
て
講
座

　

少
子
化
と
核
家
族
化
の
進
行
、
ま
た
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
に
よ
り
、子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、

「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち
」
を
つ
く
る
た
め
に
、

平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
「
子
ど
も

の
み
ら
い
応
援
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
子
ど
も
に
関
わ
る
機
関
の
代

表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を

開
催
。
会
議
に
は
、
育
児
真
最
中
の
保
護
者
も
加
わ
り
、

た
く
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。ま
た
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
。
現
状
を
分
析

し
、
今
後
の
課
題
を
整
理
し
て
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
は
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
と

親
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
～
子
ど
も
と
家
族
の
笑
顔

を
地
域
全
体
で
育
む
た
め
に
～
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、

子
育
て
に
最
も
重
要
な
家
庭
の
幸
せ
を
、
地
域
社
会
全
体

で
支
え
て
い
く
と
い
う
認
識
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
の
み
ら
い
応
援
プ
ラ
ン

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

計
画
の
策
定
方
法

子
ど
も
と
家
族
の
笑
顔
の
た
め

1. 子育て家庭を支える環境づくり

3. 育児力向上のための支援

2. 地域の子育て支援力の向上

4. すべての子どもと家庭への支援の充実

5. ワーク・ライフ・バランスの充実
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教育や福祉、土木、消防など市の基本的な業務を行う会計です。平成26年度の歳入・
歳出執行状況は以下のとおりです。歳入で予算額と収入済額、歳出で予算額と支出済額
に差があるのは、主に平成27年の4月1日～5月31日中の収入・支出があるためです。

一般会計以外に、国民健康保険事業など特定の事業を行うための特別会計と、
水道事業の企業会計があります。

　平成26 年度末時点の一般会計に属する
基金現在高は約237 億円、特別会計も含め
た現在高は約252 億円となり、平成25 年
度末と比べて約15 億円増加する見込みで
す。

　平成 26 年度末の市債現在
高は、平成 25 年度決算の約
606 億円に比べて約 15 億円
減少し、約 591 億円となる
見込みです。なお、市では
償還金（返済するお金）の
一部が国から交付される地
方交付税の算定基礎に含ま
れる市債に限った借り入れ
に努めています。

区　　　分 予算額 支出済額
議　会　費 3 億 7,160 万円 3 億 6,535 万円

総　務　費 （78 万円）
39 億 3,454 万円

（78 万円）
32 億 5,216 万円

民　生　費 （1 億 8,337 万円）
131 億 2,667 万円

（1 億 7,030 万円）
120 億 6,221 万円

衛　生　費 36 億 4,516 万円 26 億 5,479 万円
労　働　費 1 億 735 万円 7,589 万円

農林水産業費 3 億 3,966 万円 2 億 7,470 万円

商　工　費 （11 万円）
15 億 1,602 万円

（11 万円）
9 億 5,175 万円

土　木　費 (4 億 8,845 万円 )
38 億 1,015 万円

(2 億 3,520 万円 )
26 億 198 万円

消　防　費 20 億 2,158 万円 18 億 1,859 万円

教　育　費 (21 億 3,126 万円 )
69 億 3,398 万円

(14 億 3,765 万円 )
53 億 8,752 万円

公　債　費 49 億 9,405 万円 49 億 9,280 万円
諸 支 出 金 77 億 8,082 万円 60 億 1,812 万円
予　備　費 1,928 万円 ０万円

合　　　計 (28 億 397 万円 )
486 億 86 万円

(18 億 4,404 万円 )
404 億 5,586 万円

区　　分 予算額 収入済額 支出済額
国民健康
保険事業 166 億 3,665 万円 152 億 2,207 万円 148 億 6,486 万円

介護保険
事業 96 億 7,507 万円 95 億 9,012 万円 83 億 2,111 万円

後期高齢者
医療事業 25 億 5,547 万円 25 億 1,929 万円 23 億 3,898 万円

下水道事業 44 億 7,597 万円 34 億 7,161 万円 32 億 8,024 万円

区　　分 予算額 執行額
水道事業

収益 28 億 1,211 万円 28 億 3,827 万円

水道事業
費用 23 億 9,801 万円 21 億 9,550 万円

資本的
収入 1 億 5,593 万円 1 億 3,146 万円

資本的
支出 16 億 9,688 万円 13 億 414 万円

区　　　分 現在高
財政調整基金 130 億 3,166 万円

減債基金 60 億 7,084 万円

特定目的基金
公共施設等整備基金 11 億 9,045 万円

庁舎等整備基金 25 億 156 万円
その他 ( ※ ) 8 億 7,932 万円

国民健康保険財政調整基金 8 億 5,387 万円
介護給付費準備基金 6 億 9,144 万円

合　　　計 252 億 1,914 万円

１
次
筆
記
試
験
日　

７
月
26
日（
日
）

試
験
区
分　

左
表
の
と
お
り

受
付
期
間　

▽
窓
口=

６
月
15
日

～
７
月
1
日　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
土
日
除
く
）
▽

郵
送=

6
月
30
日
必
着

申
込
用
紙
の
交
付

窓
口　

人
事
課
（
市
役
所
３
階
）、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

郵
送　

封
筒
の
表
に「
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
82
円
分
の
切
手
を
貼

り
、
返
信
先
を
明
記
し
た
返
信
用
定

形
封
筒
（
長
形
３
号
）、
希
望
す
る

試
験
区
分
と
連
絡
先
を
明
記
し
た
も

の
を
同
封
し
、
人
事
課
へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
受
験
申
込
書
と
受
験
票
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
Ａ
４
の
白

紙
に
印
刷

申
込
方
法　

申
込
書
と
受
験
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付

窓
口　

受
付
期
間
内
に
人
事
課
に

直
接
提
出

郵
送　

封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
」

と
朱
書
き
し
、
一
般
書
留
ま
た
は

簡
易
書
留
で
送
付
。
そ
の
際
に
、

82
円
分
の
切
手
を
貼
り
、
返
信
先

を
明
記
し
た
返
信
用
定
形
封
筒
（
長

形
３
号
）
を
同
封

申
込
と
詳
細　

〒
５
０
４
ー
８
５
５
５

那
加
桜
町
１
の
69
、
人
事
課
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
１
４
５
０

【歳入】 【歳出】

【特別会計】 【企業会計（水道事業）】

特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、また定額の資金を運用するた
めに設けられる資金や財産のことをいいます。法律や条例に基づいて設置します。

市債とは、市が年度を越えて借り入れる借金のことです。

区　　　分 予算額 収入済額
市　　　税 202 億 7,215 万円 202 億 5,352 万円

地方譲与税 4 億 3,420 万円 ４億 3,420 万円

交　付　金 25 億 2,176 万円 25 億 2,172 万円

地方交付税 38 億 3,073 万円 38 億 3,073 万円

国庫支出金 （7 億 7,839 万円）
74 億 6,899 万円

（4 億 7,496 万円）
62 億 2,388 万円

県 支 出 金 （1 億 8,337 万円）
28 億 3,011 万円

（1 億 7,030 万円）
25 億 1,296 万円

繰　入　金 16 億円 16 億円

市　　　債 （10 億 4,640 万円）
38 億 3,680 万円

25 億 8,970 万円

そ　の　他 （7 億 9,581 万円）
58 億 612 万円

（7 億 9,581 万円）
56 億 8,486 万円

合　　　計 （28 億 397 万円）
486 億 86 万円

（14 億 4,107 万円）
456 億 5,157 万円

財政データファイル 皆さんの税負担額や、税の使われた金額・用途などについて
お知らせします。

税負担額
使われた金額
資産額（平成25年度）
市債現在高

13万 6,542 円
27 万 2,739 円
193 万 1,000 円
20 万 8,128 円

 １位　民生費       保育所の管理・運営、子育て・高齢者・障がい福祉事業など

 ２位    教育費   小中学校や図書館、スポーツ施設の管理・整備など

 ３位    総務費   自治会振興費用、戸籍の管理、庁舎の管理など

※いずれも一般会計分です。なお、資産額の平成 26 年度数値は秋に公表予定です。

◆市民１人あたりの金額 ◆使われた金額ＢＥＳＴ３

※国際交流振興基金、福祉振興基金

市
職
員（
大
学
卒
程
度
）募
集
！

一般会計

特別会
計企業会

計

基金状況

市債状況

土木債
101 億
9,990 万円

下水道債
179 億 2,142 万円

借入先別
市債

その他
4,734 万円

財政融資資金
163 億
3,893 万円

旧郵貯資金
6 億
6,095 万円

旧簡保資金
51 億 4,415 万円地方公共団体

金融機構資金
88 億 6,419 万円

金融機関
280 億
185 万円

目的別
市債

総務債
2 億 591 万円

　　衛生債
24 億 1,035 万円

教育債
42 億
4,318 万円

その他
208 億 1,187 万円

水道債
32 億 6,479 万円

財政状況
をお知らせします

平成 26年度予算執行状況
市民の皆さんに市政についての理解を深めていただ
くため、毎年 2 回、市の財政状況を公表しています。
今回は、平成 26 年度の予算執行状況です（平成 27
年 3 月 31 日現在）。財政状況については、市ウェ
ブサイトでも公表しています。
　　　　　　　　       詳細　財政課☎ 058-383-1132

受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日
～

平
成
6
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

平
成
元
年
４
月
２
日
～

平
成
6
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

昭
和
58
年
４
月
２
日
～

平
成
6
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、

二
級
建
築
士
以
上
の
資
格
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
大
学
で
建
築
の
専

門
課
程
を
専
攻
し
卒
業
し
た
方
も

し
く
は
平
成
28
年
3
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方

28 年度
    採用

※カッコ内は前年度から繰り越した予算

試
験
区
分

採
用
予
定
数

　

行
政

　
（
大
学
卒
程
度
）

25
人
程
度

　
土
木

　
（
大
学
卒
程
度
）

2
人
程
度

　
電
気

　
（
大
学
卒
程
度
）

2
人
程
度

　

建
築

　
（
大
学
卒
程
度
）

2
人
程
度
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今の時期から秋にかけては、梅雨前線の停滞や局地的な豪雨（ゲリラ豪雨）、台風などに
より、大雨の被害や土砂災害が多くなります。
いざというときに適切な行動がとれるよう、日ごろから防災に関する正しい知識を身に
つけておきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　      詳細　防災安全課☎058-383-1190

防災情報
正しく知ろう、あなたを助ける

新庁舎建設新庁舎建設

詳細　管財課☎ 058-383-1619

今年 3月に策定した基本構想を受け、新庁舎の建設に向け、

市民の皆さんとともに、着実・計画的に進めていきます。

市民の安全・安心なくらしを支え　みんなにやさしい庁舎市民の安全・安心なくらしを支え　みんなにやさしい庁舎

避
難
情
報
の
レ
ベ
ル

避
難
準
備
情
報

避
難
行
動
要
支
援
者
な
ど
、

特
に
避
難
行
動
に
時
間
を
要

す
る
方
が
避
難
行
動
を
開
始

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階

避
難
勧
告

通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る

方
が
避
難
行
動
を
開
始
す
べ

き
段
階

避
難
指
示

前
兆
現
象
や
状
況
か
ら
、
人

的
被
害
の
発
生
す
る
危
険
性

が
非
常
に
高
い
と
き

　
「
避
難
」
と
い
う
と
、
避
難
所
へ

行
く
こ
と
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

自
宅
な
ど
の
屋
内
に
留
ま
り
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
も
「
避
難
」
と

な
り
ま
す
。

　

特
に
、
浸
水
害
の
場
合
に
は
事

態
の
状
況
に
応
じ
て
、
自
宅
の
２

階
以
上
、
隣
接
建
物
の
２
階
以
上

や
屋
上
な
ど
の
上
階
へ
避
難
す
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
、「
本
庁
舎
耐
震
化
基
本

構
想
」
が
策
定
さ
れ
、
耐
震
化
の
方
法
を

「
建
て
替
え
」
に
決
定
す
る
と
と
も
に
、

新
庁
舎
の
基
本
理
念
や
想
定
規
模
、
建
設

エ
リ
ア
な
ど
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た

（
詳
細
は
広
報
紙
４
月
15
日
号
）。

　

今
年
度
は
、こ
の
基
本
構
想
を
踏
ま
え
、

庁
舎
の
建
て
替
え
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る

た
め
、「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
の
詳
細
を
検
討

　
「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
で
は
、
新

庁
舎
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。

①
建
設
場
所
②
新
庁
舎
の
規
模
③
導
入
す

る
機
能
④
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
⑤
財
政
計

画 （
概
算
事
業
費
と
そ
の
財
源
）　

な
ど

基
本
計
画
策
定
委
員
会
や
議
会
で
検
討

　
「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
の
策
定
に

向
け
て
、有
識
者
や
市
内
団
体
の
代
表
者
、

公
募
市
民
な
ど
15
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ

る「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」

や
、
市
議
会
に
設
置
さ
れ
た
「
新
庁
舎
建

設
特
別
委
員
会
」
で
、検
討
・
協
議
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

積
極
的
に
情
報
を
発
信
！

　

新
庁
舎
建
設
は
、
市
に
と
っ
て
大
変
大

き
な
事
業
で
す
。
そ
の
た
め
、
新
庁
舎
建

設
に
関
す
る
情
報
は
、
広
報
紙
を
は
じ
め

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
「
新
庁
舎

建
設
か
わ
ら
版
」、
出
前
講
座
「
み
ん
な

で
つ
く
る
新
庁
舎
」
の
実
施
な
ど
、
積
極

的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

出
前
講
座
「
み
ん
な
で
つ
く
る
新
庁
舎
」

　

市
の
出
前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
使
い

や
す
い
新
庁
舎
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る

「
み
ん
な
で
つ
く
る
新
庁
舎
」
が
、
新
た

に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
駐
車
場
を
広
く
」、

「
高
齢
者
に
も
使
い
や
す
い
庁
舎
に
」、「
庁

舎
内
で
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
お
茶
を
飲
む
場

所
が
ほ
し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
、
今
後

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
10
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ

申
込　

開
催
希
望

日
の
３
週
間
前
ま

で
に
、
電
話
な
ど

で
い
き
い
き
楽
習

課
☎
０
５
８
（
３

８
３
）
１
２
１
０

「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」開
催

　
「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
の
検
討
段

階
か
ら
市
民
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
ニ
ー

ズ
や
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
来
庁
者
が
多
く
利
用
す
る

新
庁
舎
の
機
能
（
案
内
、
窓
口
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
）
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
募
集
！

日
時　

左
表
参
照
（
全
５
回
）

対
象　

▽
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
▽

全
て
の
回
に
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方

定
員　

若
干
名
（
抽
選
）

申
込　

６
月
30
日（
必
着
）ま
で
に
、
管

財
課
（
市
役
所
３
階
）、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
参
加
申
込
書
（
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

管
財
課

災
害
情
報
で「
備
え
る
」

　

市
な
ど
が
提
供
す
る
情
報
を
確
認
し
、

日
頃
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

天
気
予
報
や
ニ
ュ
ー

ス
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

気
象
情
報
や
、
気
象
庁

が
発
表
す
る
注
意
報
・

警
報
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

市
内
で
、
河
川
が
は
ん
濫
し
た
場
合
の

浸
水
想
定
区
域
を
示
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域

を
示
し
た
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
、
ま
た
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

で
き
ま
す
。

災
害
情
報
ス
ピ
ー
カ
ー

　

避
難
に
関
す
る
情
報
を
、
市
の
災
害
情

報
ス
ピ
ー
カ
ー
（
防
災
行
政
無
線
）
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

た
ら
、
そ
の
後
の
放
送
内
容
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

「
避
難
」に
つ
い
て

　

災
害
に
よ
り
人
的
被
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
高
ま
っ
た
と
き
に
、
市
で
は
、
災

害
対
策
基
本
法
や
地
域
防
災
計
画
の
規
定

に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
避
難
勧

告
」
や
「
避
難
指
示
」
な
ど
の
避
難
情
報

を
発
令
し
ま
す
（
下
段
囲
み
）。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
理
解
し

て
お
く
こ
と
と
、
日
頃
か
ら
「
自
分
の
住

む
地
域
は
ど
ん
な
特
性
が
あ
る
の
か
」
を

把
握
し
て
お
き
、
発
令
時
に
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
判
断
・
行
動
を
す
る
こ
と
が「
自

ら
の
命
を
守
る
」こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
主
避
難
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
は
、
市
が
避
難
勧
告
や
避
難

指
示
を
発
令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
危
険
を
感
じ
た

ら
自
ら
の
判
断
で
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
自
主
避
難
（
個
人
の
判
断
に
よ

る
自
主
的
な
避
難
）を
希
望
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 事

前
の
連
絡
が
な
い
場
合
、
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
受
け
入
れ
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
主
避
難
は

場
所
の
み
の
提
供
と
な

り
ま
す
。
必
要
な
生
活

用
品
（
食
料
品
や
毛
布

な
ど
）
は
各
自
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」策
定
を
目
指
し
て

「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」策
定
を
目
指
し
て

高　危険度 危険度　低

出前講座のようす

回 日時 内容

1
7 月 25 日（土）
13:00 ～

全体説明会

2
8 月 3 日（月）・
7 日（金）13:00 ～

本庁舎見学
※いずれか 1 日

3
8 月 22 日（土）
午後（2 時間程度）

ワークショップ

4
9 月 5 日（土）
午後（2 時間程度）

ワークショップ

5
9 月 26 日（土）
午後（2 時間程度）

まとめ

※日時は予定です
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　市がリニューアルした公園や
グリーンリサイクル場の見学、
リバーサイド 21 でのパターゴ
ルフ体験もあります。
日時　7 月 22 日（水）　9:30 ～
15:30（雨天決行）
場所　市役所東駐車場（那加桜
町 1）集合・解散
対象　市内在住の小学生（3 年
生以下は保護者同伴）
定員　35 人（保護者含む、抽選）
持参品　雨具、弁当、飲み物
申込と詳細　7 月 6 日（必着）ま
でに「住所、氏名、ふりがな、学
校、学年、電話番号、保護者氏名

（同伴の場合）」を明記して、メー
ルkasenkoen@city.kakamigahar
a.gifu.jpまたは　058-383-6365、 
電話で河川公園課☎ 058-383-15
33

　屋外プールで問題を探しなが
らウオークラリーをしよう。
日時　6 月 27 日（土）・28 日（日）
いずれも 9:00 ～ 17:00
場所　市民プール屋外プール

（鵜沼小伊木町 4）
対象　屋外プール入場者
費用　屋外プール入場料（大人
800 円、60 歳以上・高校生 500
円、小中学生 300 円）が必要
備考　参加者全員に参加賞（受
け渡しは 17:30 まで）あり
詳 細　市民プール☎ 058-370-
6506

屋外プールオープン
イベント

　市内のさまざまな「ものづく
り企業」を見学。夏休みの研究
テーマにもぴったりです。
日時・内容　下表のとおり
対象　市在住の小学 5・6 年生
定員　各 42 人（抽選）
費用　各 1000 円（交通費、昼
食代、施設入館料、保険代含む）
備考　 ▽申込用紙は市内小学校
で配布（市ウェブサイトでもダ
ウンロード可） ▽ 7 月中旬、抽
選結果を応募者全員に通知予定
申 込 と 詳 細　6 月 30 日  17:00

（必着）までに、申込用紙を小学
校または〒 504-8555 那加桜町
1-69、市役所商工振興課　 058-
389-0765 ☎ 058-383-9912

FAX

各務原寺子屋事業
「ものづくり見学」

夏休み公園めぐり
バスツアー

日時　6 月 27 日（土）  10:30～
13:30（雨天決行）
場所　さわらび苑、シデコブシ
の丘（須衛稲田）
内容　施設利用者が生産した花
苗・野菜・さをり織り製品・クッ
キーなどの販売、バザーなど
詳 細　さわらび苑☎ 058-385-
3550

お越しください
「さわらび祭り」

　市では、平和への誓いを新た
にするため、各務原空襲のあっ
た 6 月 22 日を「平和の日」と
定めています。下記の期間、広
島・長崎の被爆を伝える写真な
どのパネル展を開催します。
期間　6 月 20 日～ 22 日  15:00
場所　産業文化センター１階エ
ントランス（那加桜町 2）
詳細　総務課☎ 058-383-2036

平和の日パネル展

　環境について考える教室に参
加して、夏休みの研究テーマの
ヒントを探そう。

【水生昆虫の採取と観察・封入
標本づくり】
日時　7月20日（祝・月）10:00～
15:00（雨天時は変更あり）
場所　河川環境楽園自然発見館

（川島河田町）
定員　15 組 30 人（抽選）
費用　500 円（当日支払）
持参品　濡れても良い靴・服装、
着替え、靴の替え、昼食・飲み物、
筆記用具、タオル、帽子、雨具、
持ち帰り用の袋など

【水生生物のおはなしとアクア・
トト ぎふのナイトツアー＆バック
ヤードツアー】
日時　7月20日（祝・月）16:00～
20:30
場所　世界淡水魚園アクア・ト
ト ぎふ（川島河田町）
定員　15 組 30 人（抽選）
費用　親子ペア 2500 円（当日
支払、食事・子ども用お土産付、
子ども 2 人目以降 1,000 円）
持参品　動きやすい服装、筆記
用具など

【地球環境教室】
日時　7 月 30 日（木）　8:30 ～
18:00
場所　航空宇宙科学博物館集
合、味の素ほんだし工場（四日
市市）、川越電力館テラ 46（三
重郡川越町）ほか
定員　40 人（抽選）
費用　500 円（当日支払）
持参品　昼食・飲み物、靴下着用

【共通事項】
対象　市内小中学生（保護者同伴）
備考　 ▽定員は保護者含む ▽保
護者 1 人につき子ども 2 人まで
申込と詳細　6 月 19 日～ 30 日
8:30 ～ 17:15（土・日曜日を除く）
に環境政策課☎ 058-383-4232

環境を考える
「こども環境教室」

　親子で一緒に、夏休みの思い
出を作りませんか。
日時　8 月 23 日（日）　9:00 ～
17:00
場所　東山動植物園（名古屋市
千種区東山元町）
対象　3 歳～小学生以下の子ど
ものいるひとり親家庭
費用　1 世帯 2000 円
申込と詳細　７月 17 日までに
子育て支援課☎ 058-383-1131

仲よし親子の集い
日帰りバス旅行 日時　8 月 5 日（水）・6 日（木）・

7 日（金）・11 日（火）・12 日（水）、
17 日（月）・18 日（火）・19 日

（水）・20 日（木）・21 日（金）（各
教室 10 回、時間は下表参照）
対象　小学生
定員　各 50 人（抽選）
費用　6000円（傷害保険料含む）
備考　 ▽費用は抽選後、当日納
入 ▽受講料の返金、教室の途中
変更は不可 ▽定員に満たない教
室は追加募集あり
申込と詳細　7 月 5 日の各抽選
時間 20 分前に、保護者が印鑑・
費用を持参し市民プール（鵜沼
小伊木町 4）☎ 058-370-6506

【教室の日程】

夏休み短期
水泳教室

開催時間 抽選時間
1 9:00 ～ 10:00 9:30

2 10:00 ～ 11:00 10:30

3 11:00 ～ 12:00 11:30

4 14:00 ～ 15:00 13:00

5 15:00 ～ 16:00 14:00

日時 内容
7 月 28 日（火）
8:45 ～ 16:15

航空機産業コース①（APC エアロスペシャルティ、
岩戸工業、川崎重工業）

7 月 29 日（水）
8:30 ～ 16:15

航空機産業コース②（榎本 BeA、天龍エアロコンポー
ネント、川崎重工業）

7 月 30 日（木）
8:30 ～ 16:45

生活産業コース（岐阜プラスチック、八幡ねじ、親
和木材工業、メニコン）

8 月 6 日（木）
8:30 ～ 17:00

健康・医療産業コース（アピ養蜂場、テルモクリニカルサプ
ライ、ツキオカフィルム製薬、今仙技術研究所、エーザイ）

8 月 7 日（金）
8:30 ～ 16:30

繊維産業コース（日本毛織、織司、美尾整理、産業
技術記念館）

FAX

　物を創造する楽しさを体験し
ましょう。参加は無料です。
日時　① 7 月 19 日② 9 月 20 日
③ 11 月 15 日④平成 28 年 1 月
17 日⑤ 3 月 20 日⑥ 5 月 15 日
いずれも日曜日　10:00 ～ 12:30
場所　せいしん工房（各務おが
せ町 1）
対象　小学生と保護者
定員　各 20 組（申込順）
申込と詳細　各開催日の 2 週
間前までに、「子どもの氏名、
ふりがな、年齢、性別、保護者
の氏名、住所、電話番号」を明
記し ▽ メール＝ kcrc@titan.ocn.
ne.jp ▽ 往 復 は が き ＝ 〒 504-
0912 那加桜町 2-186 ▽ ファク
ス＝ 058-371-6828 で中央ロー
タリークラブ☎ 058-383-3425

児童作陶体験教室

日時　7 月 12 日（日）　10:00 ～
13:00
場所　産業文化センター 4 階料
理室（那加桜町 2）
定員　24 人（申込順）
費用　1500 円（国際協会会員
は 1000 円）
内容　マッシュルームのパン
ケーキ、ビーツのスープなど
講師　オーラ・ウェバー・揖斐
郡大野町外国語指導助手
申込と詳細　６月 30 日（必着）
までに、「ポーランド料理、郵
便番号、住所、氏名、ふりがな、
電話番号、国際協会会員かどう
か」を明記し、 ▽ メール＝ kia@
city.kakamigahara.gifu.jp ▽往復
はがき＝〒 504-8555 那加桜町
1-69、市役所ブランド創造課内
各務原国際協会☎ 058-383-1426

国際交流料理講座
ポーランド料理

日時　6 月 27 日（土）　 14:30 ～
16:15
場所　産業文化センター 2 階第 3
研修室（那加桜町 2）
定員　90 人（当日会場受付）
内容　「各務原という地名－地名
から見るかかみがはらの歴史・風
土」西村勝広・歴史民俗資料館長
詳細　各務原ユネスコ協会☎ 05
8-382-5337

ユネスコ講演会

　「平和の日」である 6 月 22 日
（月）　9:30 ごろ、平和を祈って

市内有志の寺院が鐘を鳴らしま
す。また、戦災写真や絵画など
のパネル展示を開催します。
期間　6 月 18 日～ 23 日
場所　産業文化センター１階エ
ントランス（那加桜町 2）
詳細　各務原ユネスコ協会☎ 05
8-382-5337

平和の鐘・
写真パネル展

高校生がお手伝い
パソコン教室

日時　7月14 日～16 日　13:30～
15:30（全 3 回）
場所　岐阜各務野高校（鵜沼各
務原町 8）
対象　市在住の 65 歳以上の方
定員　20 人（抽選）
内容　 ▽文字入力ソフト「ワー
ド」の基本とインターネットの
操作方法 ▽写真を取り込み、オ
リジナルの暑中見舞いを作成
費用　800 円（保険料）
申込と詳細　6 月 26 日（必着）
までに、往復はがきに「郵便番
号、住所、氏名、ふりがな、年
齢、性別、電話番号、会場まで
の交通手段」を明記し、〒 509-
0141 鵜沼各務原町 8-7-2、岐阜
各務野高校「パソコン教室」係
☎ 058-370-4001
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　市ウェブサイトでも情報を公
開しています。

【使ってください】
▽ 植木鉢 ▽ フラン

ス人形 ▽日本人形
【さがしています】

▽子ども用ブロック（おもちゃ）

▽子ども用自転車 ▽ベビーカー
備考　5 月 11 日現在の状況
詳細　環 境 政 策 課 ☎ 058-383-
4230

リサイクル
不用品交換銀行

テクノプラザ
CAD研修

【3D プリンター実用講座】
期日　6 月 17 日（水）
費用　9800 円

【Access2010 ～操作習得編～】
期間　6 月 18 日～ 19 日（2 日間）
費用　1 万 2240 円

【CAD 設計技術者が学ぶ機械製
図基礎】
期間　7 月 2 日～ 3 日（2 日間）
費用　1 万 6200 円

【共通事項】
備考　上記は市内の方の費用で
す（県・市減免適用後、大企業
は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

看護師の職場復帰
支援セミナー

日 時　7 月 9 日（木）　9:00 ～
15:30、7 月 10 日（金）　9:00 ～
12:30（全 2 回）
場 所　 東 海 中 央 病 院

（蘇原東島町 4）
対象　 ▽ 現在、看護の
仕事に従事していない
看護師・准看護師 ▽ 看
護師として働きたい方

▽最近の医療・看護技術、医療
機器などに不安のある方
定員　６人
備考　 ▽１日のみの参加も可能

▽託児は要相談 ▽白衣は病院で
用意
申込と詳細　6月19 日までに、電
話で東海中央病院看護管理室☎
058-382-3101 内線 3006

　現在、児童手当を受給中の方
は、「現況届」の提出が必要です。
先に送付した現況届の内容を確
認し提出してください。
　この届出がないと、6 月分以
降の手当の受給ができません。
提出　6 月 30 日までに、子育て
支援課、市民サービスセンター
持参品　

△

現況届（厚生年金加
入者は事業主の証明または健康
保険証の写しが必要）

△

印鑑△

平成 27 年度（平成 26 年分）
所得課税証明書（平成 27 年 1
月 2 日以降の転入者の方のみ）
備考　

△

期限を過ぎると 10 月の
支払いが遅れる場合あり

△

５月
に認定請求し、６月が支給開始
月の場合、現況届の提出は不要
詳細　子育て支援課☎ 058-383-
1131

児童手当の現況届

　子ども人権委員会委員などが
電話相談に応じます。相談は無
料で、秘密は厳守します。
期間　6 月 22 日～ 28 日　8:30
～19:00（土日は10:00 ～ 17:00）
相談電話　☎ 0120-007-110
相談内容　いじめ・体罰・虐待
など
備考　上記期間以外でも、平日
8:30 ～ 17:15 は相談できます
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

　健康被害を予防するため、吹
付けアスベストやアスベスト含
有ロックウールの含有調査を行
う場合、その費用を補助する制
度を 6 月 15 日から開始します。
対象　アスベスト含有吹付け建
材が施工されている恐れのある
建築物
補助額　上限 25 万円
備考　 ▽申請にあたり、補助対
象確認のための事前相談を行い
ます（建物平面図や現況写真な
どを持参） ▽補助の具体的な基
準はお問い合わせください
詳 細　建築指導課☎ 058-383-
1111 内線 2711

電話相談開設
子どもの人権 110 番

　結婚相談所で、真剣に結婚相
手を探しませんか。
日時　毎週水・土曜日　9:30 ～
15:00
場所　産業文化センター 5 階

（那加桜町 2）
申込と詳細　写真２枚と運転免
許証などの写しを、開催時間内
に結婚相談所
詳細　まちづくり推進課☎ 05
8-383-1884

結婚相談所
登録者募集

アスベスト
含有調査を補助

　私立幼稚園に通うお子さんの
保育料などを助成します。
対象　就園中の児童がいる世帯
のうち

△

平成 27 年度の市民税
所得割額が一定額以下の世帯

△

小学校 3 年生以下の兄、姉がい
る世帯
申込　各幼稚園で配付の所定用
紙を 7 月 1 日、または各園の
指定日までに各園へ提出
備考　

△

世帯で 2 人以上の所得
がある場合は、所得割額を合算
します

△

平成 27 年 1 月 1 日現
在の住民登録が市外の方は、前
住所地の市町村民税の「課税証
明書」を添付

△

詳細は幼稚園か
ら配付される用紙でご確認くだ
さい

△

市外の幼稚園に通園して
いる方で用紙が届いていない場
合はご連絡ください
詳細　子育て支援課☎ 058-383-
1154

私立幼稚園の
保育料助成

日時　7 月 9 日（木）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

　子育て世帯に対し、臨時特例
的な給付措置として、「子育て
世帯臨時特例給付金」が支給さ
れます。
申請期限　12 月１日（火）
対象　以下のすべてを満たす方
①平成 27 年 5 月 31 日の基準
日に各務原市に住民登録され
て い る 方（外国人を含む）② 平
成 27 年 6 月分の児童手当を受
給される方③平成 26 年中の所
得（ 平 成 26 年 1 月 1 日 ～ 12
月 31 日）が、児童手当の所得
制限に満たない方
給付額　対象児童１人につき
3000 円
備考　児童手当の認定請求を忘
れたなど、平成 27 年 6 月分の
児童手当の対象となる児童分の
支給が受けられない方も、給付
金の対象となります

【給付金の申請書は児童手当の
「現況届」を兼ねています】

　市から「児童手当・特例給付
現況届（平成 27 年度）兼子育
て世帯臨時特例給付金申請書」
が郵送された方は、現況届の提
出期限である 6 月 30 日までに
提出してください。

【公務員の方の申請先】
　「子育て世帯臨時特例給付金

（平成 27 年度）申請書（請求書）」
が勤務先から配付されます。申
請 は、 平 成 27 年 5 月 31 日 の
基準日に住民登録されている市
町村で行ってください。
詳細　子育て支援課☎ 058-383-
1131

子育て世帯
臨時特例給付金

　臨時福祉給付金とは、消費税
率の引き上げに伴い、低所得者
の方に与える影響を緩和するた
めに、臨時的な給付措置として
支給するものです。

【申請受付の開始予定について】
　8 月から臨時福祉給付金の申
請受付を開始する予定で準備を
進めています。
　給付金の内容や対象者、申請
方法などの詳細については、広
報紙 7 月 15 日号に掲載する予
定です。
詳 細　福祉総務課☎ 058-383-
1127

　住みよい街にするため、日ご
ろから除草、清掃を行い、ごみ
の散乱防止に努めましょう。

【土地の適正な管理を】
　雑草を刈り取らないなど土地
の管理を怠ると、ごみが捨てら
れやすくなり、周辺の生活環境
を悪化させます。また、捨てら
れたごみの処理を、土地の所有
者や管理者が行わなければなら
ないことがあります。
詳細　 ▽雑草が茂っている所有
者が不明な空地＝環境政策課☎
058-383-4232 ▽ 農地＝農業委
員会☎ 058-383-1129

平成 27年度
臨時福祉給付金

雑草を刈り取って
きれいな街に

【売却物件（土地）】
所在地　那加住吉町 5-54 ほか
3 筆
現況・面積　宅地・1311 ㎡

【入札について】
　一般競争入札（期間入札）に
よる売却です。
受付期間　6 月 23 日（火）まで
備考　 ▽最低売却価格など、詳
細はお問い合わせください ▽物
件は他に 1 件あり
詳細　東海財務局岐阜財務事務
所☎ 058-247-4252

国有地の
売却について

平成 27 年 5 月 31 日現在

交通事故発生状況
前年比

人身事故 254 件 － 37 件
死者 2 人 1 人
負傷者 326 人 － 50 人
物損事故 2095 件 70 件

　川島スポーツ公園（川島小網
町）内のすべてのプールは、施
設の不具合により利用者の皆さ
んの安全性が十分確保される状
態ではないことから、当分の
間、営業を中止させていただき
ます。
　なお、市民プールは通常通り
営業する予定です。
詳 細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

川島スポーツ公園
プールの休業

日時　7 月 3 日（金）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　65 歳未満の障がい者（身
体・知的・精神）の方、または
その家族
内容　 ▽主に布をたたむ軽作業
体験 ▽希望者には、就労に関す
る個別相談あり
申込と詳細　地域活動支援セン
ター・ザールせいすい☎ 058-
235-6080

障がい者就労体験・
就労相談
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

7 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／
5 日（日）・12 日（日）・19 日（日）・20 日（祝・月）・26 日（日）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

7 月の歯科救急当番

7 月 5 日（日）／いちょう通り歯科☎ 058-383-8030 ／蘇原瑞雲町 4
7 月 12 日（日）／小島歯科医院☎ 0586-89-3881 ／川島松倉町
7 月 19 日（日）／ごとう歯科☎ 058-389-0282 ／那加信長町 3
7 月 20 日（祝・月）／こなか歯科クリニック☎ 058-380-7171 ／蘇原花園町 1
7 月 26 日（日）／小林歯科医院☎ 058-370-3800 ／鵜沼東町 6
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・休日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

期日　7 月 16 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 25 年 7 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持 参 品　 子 ど も の 歯 ブ ラ シ、
コップ、タオル、母子健康手帳、
歯の健康手帳、2 歳児歯科教室
問診票（記入してお持
ちください）
備考　駐車料補助あり
詳 細　 健 康 管 理 課 ☎
058-383-1116

2 歳児歯科教室

　ことばや行動などに心配のあ
る幼児の相談を行います。
日時　 ▽ 7 月 3 日（金）＝那加・
稲羽・川島・蘇原地区在住の方

▽ 7 月 17 日（金）＝鵜沼地区在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　 ▽事前予約が必要 ▽駐車
料補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

ことばの相談

　お子さんの成長を自分で確認
してみませんか。
期日 　7 月 28 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

のびのび測定

期日　7 月 21 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30 
場所　鵜沼福祉センター 2 階

（鵜沼羽場町 1）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査、栄
養相談
持参品　健康手帳
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

7月の健康相談

　難病に関する専門家による講
演と、交流会を開催します。事
前の申込などは不要です。
日時　７月４日（土）　13:00 ～
16:00
場所　羽島市福祉ふれあい会館

（羽島市福寿町浅平 3-25）
内容　「多発性硬化症と視神経
脊髄炎ー最新治療の大きな成果
と安全性」斎田孝彦・京都民医
連中央病院関西多発性硬化症セ
ンター所長
詳細　難病生きがいサポートセ
ンター☎ 058-214-8733

難病ふれあい教室
期間　6 月 1 日～平成 28 年 2 月
29 日
場所　市内の協力歯科医療機関
対象　後期高齢者医療制度に加
入の方
健診内容　歯・咬

こうごう

合の状態、咀
しゃく・舌・嚥

えん

下
げ

の機能評価、粘
膜異常、口腔衛生状況、歯周組
織の状況、口腔乾燥（視診）など
費用　200 円
備考　 ▽事前に歯科医療機関へ
予約 ▽対象者には案内チラシを
送付 ▽受診時は保険証を持参 ▽

受診票は、歯科医療機関の窓口
に配置
詳 細　医療保険課☎ 058-383-
1128

さわやか口腔健診

　介護の悩みを話してみません
か。「認知症とは」「認知症の方
への接し方」などもお話します。
日時　7 月 11 日（土）　10:30 ～
12:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　那加二・那加三・蘇二小
校区の、認知症の方の介護者
定員　20 人（申込順）
費用　300 円
備考　昼食を用意します
申込と詳細　７月６日までに地
域包括支援センター社会福祉協
議会☎ 058-383-7624

認知症の方の
介護者交流会

【マタニティー広場 1】
日時　7 月 27 日（月）
対 象　 分 娩 予 定 日 が 11 ～ 12
月の妊婦
内容　 ▽グループワーク ▽妊娠
中の体の変化 ▽ 妊娠中の栄養

▽歯の健康
【マタニティー広場 3】

期日　7 月 24 日（金）
対象　分娩予定日が 9 ～ 10 月
の妊婦
内容　 ▽赤ちゃんのお世話体験

▽先輩親子との交流 ▽子ども館
の紹介

【共通事項】
時間　9:30 ～ 11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、母子健康手帳別冊「あすか」
電卓（マタニティー広場 1 の
み）、マタニティー広場 1 で配
布した資料（持っている方のみ）
備考　 ▽夫の参加可能 ▽動きや
すい服装 ▽駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

マタニティー広場

【Hib 感染症】
対象　生後 2 カ月～4 歳 11カ月

【小児の肺炎球菌感染症】
対象　生後 2 カ月～4 歳 11カ月

【結核（BCG）】
対象　生後 11 カ月まで。標準
的な接種年齢は生後 5 ～７カ月

【水痘】
対象　1 歳～ 2 歳 11 カ月

【ジフテリア・百日せき・ポリ
オ（不活化）及び破傷風（DPT-
IPV/ 四種混合）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月

【ポリオ（不活化）】
対 象　 生 後 3 カ 月 ～ 7 歳 5 カ
月（四種混合を接種されている
方は除く）

【麻しん・風しん】
対 象　 ▽ 第 1 期 ＝ 1 歳 ～ 1 歳
11 カ月 ▽ 第 2 期＝小学校就学
前の 1 年間（年長児）

【日本脳炎】
対象　3 歳～ 7 歳 5 カ月

【ジフテリア・破傷風（DT）2 期】
対象　小学校 6 年生。小学校 6
年生時未接種者（12 歳）の方で、
接種希望の方は健康管理課へご
相談ください。

【ヒトパピローマウイルス感染症】
対象　 ▽ 中学 1 年生（13 歳相
当）～高校１年生（16 歳相当）
の女子 ▽現在、積極的勧奨の差
し控え中のため、対象者の方に
は予診票兼接種券を郵送してい
ません。接種をご希望の方は健
康管理課へご連絡ください。

【特例対象者の日本脳炎予防接種】
　平成７（19 歳のみ）～ 18 年
度に生まれた方は、日本脳炎の
予防接種が不十分になっている
場合があります。母子健康手帳
を確認し、不足分の接種を受け
て下さい。
対 象　 ① 1 期 ＝ 平 成 7（19 歳
のみ）～平成 19 年 4 月 1 日生

まれの特例対象者② 2 期＝ 9
歳以上の特例対象者
備考　 ▽積極的勧奨を差し控え
たことで接種ができなかった特
例対象者（上記①の対象者）は、
1 期不足分（1 ～ 3 回）が接種
できます。9 歳以上の方は、1
期完了後、2 期接種も可能です。
接種希望の方は、指定医療機関
に予約し、予診票兼接種券と母
子健康手帳を持参し接種してく
ださい ▽予診票兼接種券のない
方は、母子健康手帳を持参し健
康管理課へ（13 歳以上の方の
１期及び 2 期予診票兼接種券は
指定医療機関にあります）

【共通事項】

▽市内指定医療機関で予約して
ください ▽ 定期の予防接種には
原則保護者の同伴が必要です。
やむをえず、親族などが同伴す
る場合は、同伴者の同意をもっ
て保護者の同意とする旨の委任
状の提出が必要です（日本脳炎
の 13 歳以上の方の接種は、同
伴しない場合も接種できます）
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

子どもの
定期予防接種
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カルチャー カルチャー

中央図書館
☎ 058-383-1122

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 6/15・22・29、7/3・6・13・21・22・27

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

7 月の移動図書館車さつき号

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

1日
（水）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐美神
社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

2 日
（木）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

7 日
（火）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

8 日
（水）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

9 日
（木）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービス
センター西駐車場※（10:20 ～）、大佐野町公民館

（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

14 日
（火）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

15 日
（水）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

16 日
（木）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

23 日
（木）

那加地区体育館（9:30 ～）、出前図書館（企業やサー
クル、各種団体からの依頼を募集しています）、柿
沢ふれあいセンター（14:30 ～）

28 日
（火）

山の前公民館（9:30 ～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20 ～）、各務原区コミュニティセンター（13:30
～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

29 日
（水）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30 ～）、 そ は ら ふ れ あ い セ ン タ ー そ ら ー ら
（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

30 日
（木）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

　最大 3000 冊の本を載せて、市内 42 カ所のステー
ションを月に 1 回または 2 回巡回します。
　貸出に必要な利用カードはその場で発行。1 人
30 冊まで、約 1 カ月間借りることができます。ぜ
ひ一度、お近くのステーションまでお越しください。

〒 504-8555 那加桜町 1-69
㊡土・日曜日、祝日

☎ 058-383-1042

A
R
T 力作をお待ちしています！

第 47 回市美術展作品募集

ブランド創造課

部門　日本画、洋画、彫刻・工芸、
デザイン・イラストレーション、
書、写真
出品点数　１人 1 点、デザイン・
イラストレーションは２点以内
対象　15 歳以上（中学生を除く）
出品料　１点につき 1000 円（作
品搬入時に納入）
搬入　9 月 25 日（金）　13:00 ～ 17:00、26 日（土）
9:00 ～ 11:00 に産業文化センター
表彰式　10 月 4 日（日）　13:30 ～、産業文化セン
ター 2 階第 3 会議室
賞　 ▽ 市展賞＝賞状・賞金３万円 ▽ 優秀賞＝賞状・
賞金 1 万円 ▽ 奨励賞＝賞状・賞金 3000 円 ▽ 入選＝
賞状（各賞、該当作品なしの場合あり）
備考　 ▽ 入賞・入選作品は、10 月 4 日～ 11 日に産
業文化センターあすかホールに展示します ▽募集要
項はブランド創造課（産業文化センター 6 階）、市
施設にあるほか、市ウェブサイトからダウンロード
できます
申込と詳細　8 月 28 日～ 9 月 14 日（土日を除く）
に出品申込書を郵送（締切日消印有効）かメール
culture@city.kakamigahara.gifu.jp（締切日 23:59 ま
で）または直接、ブランド創造課。中央図書館 3 階
展示室 A（休館日を除く）は直接持参のみ

M
U
S
IC あなたの「ことば」で表現しよう

第 45 回市文芸祭作品募集

【一般の部　対象制限なし】
部門・点数　 ▽ 現代詩＝１人 2 篇以内、A4 版 400
字詰原稿用紙を使用 ▽ 短歌＝１人 2 首以内 ▽ 俳句
＝１人 2 句以内 ▽狂俳＝１人 1 題 1 句・課題は「し
んぜん」と「かく」 ▽川柳＝１人２句以内
応募締切　7 月 24 日

【児童生徒の部　小中学生対象】
部門・点数　 ▽ 詩＝１人 2 篇以内 ▽ 短歌＝１人 2
首以内 ▽俳句＝ 1 人 2 句以内
応募締切　7 月 10 日（小中学校でも作品を取りま
とめます）

【共通事項】
備考　 ▽作品は自作未発表のもので、他へ応募して
いないものに限ります（他人名義での応募は厳禁）

▽募集要項は、ブランド創造課、市施設にあるほか、
市ウェブサイトからダウンロードできます
申込と詳細　部門別に、所定のはがきか郵便はが
き、原稿用紙（現代詩）を郵送（締切日消印有効）、
またはメール culture@city.kakamigahara.gifu.jp（締
切日 23:59 まで）でブランド創造課

　7 月 18 日～ 8 月 2 日の「生きもの 好き ? 林真の
日本画展」の開催にあわせ、紙に印刷した絵を使っ
て、林先生と一緒に作品を作る、楽しいワークショッ
プを開催します。
日時　7 月 26 日（日）　14:00 ～ 15:00
場所　中央図書館 3 階第 1 創作室（那加門前町 3）
対象　小学生以上（3 年生以下は親子で参加）
定員　20 人（申込順）
申込　6 月 22 日～メールで、件名を「ワークショッ
プ希望」とし、「参加者の氏名、年齢（学年）、住所、電
話番号」を明記し culture@city.kakamigahara.gifu.jp
備考　展覧会の詳細は、広報紙 7 月 1 日号でお知
らせします

C
U
LT
U
R
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一緒に作ってみよう
林真ワークショップ「あてはめて作ろう！」

　小中学生の皆さん必見！音楽の教科書に載ってい
る名曲を演奏します。たくさんの楽器や音に触れる
貴重な機会です。終演後には楽器体験もできます。
　家族やお友達を誘ってぜひ来てください。
日時　8 月 1 日（土）　14:00 ～ 15:00（開場 13:30）
場所　中央図書館 4 階多目的ホール（那加門前町 3）
対象　小学生以上
定員　約 160 人（申込順）
出演　SAKURA  ENSEMBLE（望月たきこ・鳴物、原
田きよか・三味線、林正弘・尺八、長澤康子・筝、
鹿野麻稀・進行）
主な曲目　教科書から「六段の調」、「巣鶴鈴慕」、「勧
進帳」、「春の海」、日本の歌メドレー　ほか
申込　6 月 23 日～電話でブランド創造課

C
U
LT
U
R
E

夏休み子供企画　SAKURA ENSEMBLE
による和楽器教科書コンサート

K
ID
S

　短冊に願いごとを書いて、笹につるしましょう。
たくさんの皆さんの参加をお待ちしています！
期間　6 月 20 日～ 7 月 7 日

たなばたイベント
「おほしさまにねがいをこめて」

もりの本やさん
☎ 058-370-7175

〒 509-0111 鵜沼字石山　日本ライン鵜沼の森内
㊡ 6/15・22・29、7/3・6・13・21・22・27

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

C
U
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U
R
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短期講座
「エコな寄せ植えを楽しみましょう！」

　お店で花のポットが入っている「システムトレー
コンテナ」を使って、初夏を彩ります。
日時　7 月 7 日（火）　13:30 ～ 15:00
場所　東ライフデザインセンター
定員　20 人（申込順）
費用　2300 円（受講料 300 円、材料代 2000 円）
申込　6 月 23 日　13:30 ～費用を持参し、東ライフ
デザインセンター（13:30 時点で定員を超えた場合
は、その場で抽選）

〒 504-0914 三井東町 4-32
㊡土・日曜日、祝日

☎ 058-383-1123

C
U
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U
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埋文レギュラーメニュー講座
「縄文アクセサリーづくり」

埋蔵文化財調査センター

　粘土で縄文時代の土版や動物のミニチュアなどを
作ります。
日時　平日の 10:00 ～ 16:00
のうち約 2 時間
対象　小学生以上
費用　200 円
申込　事前に電話などで埋蔵文化財調査センター
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カルチャー カルチャー

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

日時　7 月 28 日～ 31 日　15:30 ～ 17:30（全 4 回）
対象　4 日間受講できる高校生以上の方
定員　20 人（抽選）
費用　受講料 1200 円
申 込　7 月 14 日（必着）ま で に、｢ 講 座 名、 参 加
者の氏名、住所、電話番号」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp、 ま た は 往 復 は
がきで中央ライフデザインセンター（窓口申込は、
はがき 1 枚持参）

C
U
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U
R
E

文字入力やイラストの挿入法を学ぼう
パソコン講座「ワードの基本」

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

N
A
TU
R
E

日時　8 月 1 日（土）　10:00 ～ 2 日（日）　14:00（1 泊
2 日）
場所　少年自然の家
対象　年中～大学生の子どもを含む 2 人以上の家族
定員　20 家族（抽選）
内容　テント泊、自然観察ビンゴ、キャンプファイヤー、
天体観察、マスつかみ・マスさばき、野外炊事など
費用　大人 3400 円、子ども 2850 円
申込　7 月 14 日（必着）までに、はがきに「郵便番号、
住所、代表者氏名、電話番号、参加人数、参加者全
員の名前、ふりがな、年齢（8 月 1 日現在）、性別、
キャンセル待ちの有無」を明記し、少年自然の家「ファ
ミリー宿泊デー②」係
備考　 ▽抽選結果は 1 週間をめどに、はがきなどで
連絡 ▽当選者には後日詳細を郵送

家族でテント泊＆自然体験を楽しもう
～ファミリー宿泊デー②～

少年自然の家
☎ 058-370-5280

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

M
U
S
IC 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

■ピアノ発表会
日時　6 月 21 日（日）　13:30 ～（開場 13:00）
場所　文化ホール
詳細　水野☎ 058-389-1743
■市民会館ホワイエコンサート　
五島史誉ピアノコンサート  音のおくりもの
日時　7 月 16 日（木）　12:30 ～（開場 12:00）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
定員　約 100 人（申込順）
費用　300 円（中学生以下無料）
備考　未就学児の入場はご遠慮ください
申込と詳細　電話などで市民会館

各務原市歴史民俗資料館
☎ 058-379-5055

C
U
LT
U
R
E

鵜沼宿脇本陣絵手紙展「家族と絵手紙
仲間  歩んだ 20 年ありがとう」

　家族や仲間に支えられた 20 年に感謝し、絵手紙
展を開催します。ぜひご来場ください。
期間　6 月 19 日～ 25 日　9:00 ～ 17:00（休館日除く）
場所　中山道鵜沼宿脇本陣（鵜沼西町 1）
詳細　松巾☎ 058-370-9561

C
U
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U
R
E

木曽川文化史料館平成 27 年度企画展
「学びと教育～真似ぶから学びへ～」

　江戸時代の寺子屋風景画から当時の教育法を読み
解きます。教材や教具の展示、史料解説もあります。
期間　7 月 1 日～ 8 月 30 日（休館日を除く）　9:00
～ 17:00（入場は 16:30 まで）
場所　木曽川文化史料館（川島松倉町）

〒 509-0132 鵜沼西町 1-116-3
㊡月曜日、祝日の翌日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

日時　7 月 11 日（土）　10:00 ～ 11:30
対象　年少～小学生の子どもと保護者
定員　12 家族（抽選）
費用　受講料大人 300 円、アリ観察キット１セッ
ト 500 円（希望数分）
申込と詳細　6 月 30 日（必着）までに、「講座名、住
所、参加者全員の氏名、子どもの学年または年齢、
電話番号、観察キットの希望数」を明記し、メー
ル chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp か、往復はが
きで中央ライフデザインセンター（窓口申込は、は
がき１枚持参）

N
A
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親子でチャレンジ ! 講座
「不思議いっぱい！アリの世界」

日時　① 7 月 10 日＝ココロをほぐす リラックスリ
フレ② 7 月 24 日＝夏のおでかけにプラス ONE（ヘ
ア＆メイク）③ 8 月 7 日＝骨盤ストレッチ＆ベリー
ダンス④ 8 月 21 日＝薬膳スイーツ  
いずれも金曜日　19:00 ～ 20:30
対象　高校生までの子どものいる
女性（託児無料）
定員　各 16 人（複数回参加できる方を優先し抽選）
費 用　 受 講 料 1 回 300 円、 材 料 費 ② 200 円、 ④
700 円
申込と詳細　6 月 27 日（必着）までに、「講座名、希
望日、氏名、住所、電話番号、託児希望の方は子ども
の氏名・学年（年齢）」を明記し、メール chuolife@
city.kakamigahara.gifu.jp か、往復はがきで中央ラ
イフデザインセンター（窓口申込は、はがき1枚持参）

C
U
LT
U
R
E

ママだけの特別な時間 !
「子育てママのリラックス講座」

C
U
LT
U
R
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■「プロに学ぶ夏の和菓子作り」
　水羊羹とグレープフルーツ羹を作ります。
日時　7 月 15 日（水）　9:30 ～ 11:30
対象　成人
定員　24 人
費用　1300 円（受講料 300 円、材料費 1000 円）
申込　６月 24 日　10:00 ～受講料を持参し、西ラ
イフデザインセンター（10:00 時点で定員を超えた
場合は、その場で抽選）
■クラブサークル自主講座「押し花華蓮」
日時　8 月 24 日、9 月 28 日　9:30 ～ 12:00　いず
れも月曜日（全 2 回）
定員　20 人
費用　3000 円（材料費のみ、4 作品分）
申込　6 月 29 日　10:00 ～ 8 月 10 日に西ライフデ
ザインセンター（10:00 時点で定員を超えた場合は、
その場で抽選）

気軽に参加してください！
和菓子作りと押し花の短期講座

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

〒504-0912那加桜町2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

C
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子どもが伸びる「魔法の言葉かけ」
～運動上手になる言葉ってなぁに！～

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

　オノマトペ研究家の藤野良孝さんを講師に迎え、
「ドン」、「バシッ」など、よいリズムで声を出すこ

とでの秘めた力の引き出し方や、子どもへの「魔法
の言葉」のかけ方など、運動能力アップのコツを学
びます。
日時　7 月 11 日（土）　10:00 ～ 11:30
対象　小学生の親子
定員　30 組（申込順）
費用　1 組 300 円（当日支払）
申込　6 月 19 日　9:00 ～電話または直接、川島ラ
イフデザインセンター

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

　自分への挑戦！大自然
の中で、仲間と一緒に思
いきり活動してみよう。
期間　8 月 19 日～ 22 日

（3 泊 4 日）
場所　少年自然の家、板取キャンプ場（関市）
対象　市内の小学 5・6 年生で、事前説明会（8 月
9 日 14:00 ～、保護者同伴）を含め全日程に参加で
きる健康な児童
定員　40 人（抽選）
内容　渓流下り、沢登り、ナイトポイントラリー、天
体観察会など
費用　8800 円（事前説明会時に支払）
申込　7 月 14 日（必着）までに、はがきに「郵便番号、
住所、電話番号、氏名、ふりがな、年齢（8 月 19 日現在）、
性別、学校名、学年、保護者名、キャンセル待ちの有無」
を明記し、少年自然の家「ぼうけん王国 2015」係
備考　 ▽ 応募は 1 人 1 口（兄弟姉妹は連名で申し
込みできます） ▽抽選結果は 1 週間をめどに、はが
きなどで連絡 ▽当選者には後日詳細を郵送

N
A
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冒険の季節がやってきた！
～ぼうけん王国 2015 ～
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み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

KIDS in Kakamigahara
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File № 6-15                                                 

各務原市ターゲット・

バードゴルフ協会

小田奏さん、古川司さん｜政治や憲法についての勉強会を開催
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と
い
う
取
り
組
み
を

始
め
、
憲
法
改
正
や
集
団
的
自

衛
権
、
選
挙
な
ど
そ
の
時
話
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
に
つ

い
て
の
勉
強
会
を
開
い
て
い

る
。
勉
強
会
は
、
10
人
程
度
の

小
規
模
な
も
の
だ
が
、
被
爆
者

や
、
中
東
に
詳
し
い
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
を
呼
ん
で
、
話
を
聞
く

こ
と
も
あ
り
、
テ
ー
マ
決
め
な

ど
、
す
べ
て
２
人
が
行
っ
て
い

る
そ
う
だ
。

　

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
小
田

さ
ん
が
中
学
２
年
の
夏
に
参
加

し
た
長
崎
で
の
「
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
」
と
「
全
国
高
校
生
平

和
集
会
」
だ
っ
た
。
中
高
生
と

意
見
を
交
わ
し
、刺
激
さ
れ
た
。

自
分
の
周
り
で
も
考
え
て
み
た

い
と
思
い
、
友
人
の
古
川
さ
ん

に
声
を
掛
け
た
。

　

２
人
が
最
近
テ
ー
マ
に
し
た

こ
と
に「
憲
法
」が
あ
る
。特
に
、

戦
争
の
放
棄
を
定
め
た
憲
法
９

条
の
改
正
に
つ
い
て
だ
。
現
状

と
改
正
後
を
比
較
し
、
憲
法
が

変
わ
る
と
日
本
が
ど
う
な
る
か

話
し
合
っ
た
。

　
「
も
し
も
改
正
さ
れ
た
ら
、

戦
前
の
日
本
に
戻
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
」「
徴
兵
制
に

な
る
の
？
巻
き
込
ま
れ
る
の
は

僕
ら
若
い
世
代
？
」
と
い
う
疑

問
を
抱
き
、
憲
法
改
正
に
つ
い

て
よ
り
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。「
憲
法
９
条
は
日

本
に
し
か
な
い
世
界
に
誇
れ
る

も
の
。
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
力
強
く
言
い

切
っ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背

負
っ
て
い
く
の
は
私
た
ち
。
敬

遠
さ
れ
が
ち
な
話
題
だ
が
、
憲

法
や
政
治
な
ど
日
本
の
未
来
に

つ
い
て
、
皆
で
話
し
た
い
で

す
」
と
小
田
さ
ん
。
一
緒
に
語

れ
る
、
同
世
代
の
参
加
を
待
っ

て
い
る
。

ODA Kanade（右）、
FURUKAWA Tsukasa（左）
約 10 年前、市内 NPO で知り合っ
たことをきっかけに、友人に。

「これからの日本」について同世代と語りたい

　

私
は
、
こ
の
遺
跡
め
ぐ
り

で
、
い
ろ
い
ろ
な
感
想
を
も
ち

ま
し
た
。
昔
の
人
々
の
く
ら
し

の
様
子
や
ど
の
よ
う
に
古
墳
を

造
っ
て
い
た
の
か
の
疑
問
の
答

え
も
分
か
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か

ら
新
し
い
別
の
疑
問
が
で
き
ま

し
た
。

　

炉
畑
遺
跡
の
建
物
は
、
昔
の

人
々
の
知
恵
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
建
物
の

中
に
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
、

周
り
に
少
し
く
ぼ
み
が
作
っ
て

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
室
内
の

け
む
り
が
外
に
出
る
よ
う
に
、

屋
根
の
所
に
穴
が
あ
け
て
あ
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
あ

り
ま
し
た
。
家
の
壁
は
茅
葺
な

の
で
、
中
は
と
て
も
涼
し
か
っ

た
で
す
。
で
も
、
私
は
雨
の
日

な
ど
は
、
水
が
中
に
入
っ
て
き

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
し
、

中
の
骨
組
み
の
柱
に
、
水
が
し

み
こ
ん
で
し
ま
っ
て
、
く
さ
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
古
墳
で
は
、

土
が
く
ず
れ
な
い
よ
う
に
、
外

か
ら
見
て
き
れ
い
に
見
え
る
よ

う
に
と
い
う
理
由
で
、
石
が
並

べ
て
あ
る
の
を
見
ま
し
た
。
上

か
ら
、
王
様
な
ど
が
見
下
ろ
せ

る
よ
う
に
、
上
の
ほ
う
に
古
墳

を
造
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ

の
王
様
や
え
ら
い
人
の
た
め
だ

け
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
汗
を

流
し
て
働
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
と
く
が
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
働
い
て
い
た
人
は
、

ほ
ぼ
無
理
や
り
や
ら
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。
結
局
造
っ
た
あ

と
は
、
王
様
や
え
ら
い
人
だ
け

が
い
い
お
墓
に
入
れ
る
か
ら
、

ほ
か
の
人
た
ち
は
か
わ
い
そ
う

だ
な
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
そ
ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
な

社
会
が
続
い
て
い
け
ば
い
い
の

に
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
ど
れ
い
み
た
い
に
あ
つ
か
わ

れ
た
と
か
、
え
ら
い
人
だ
け
が

造
れ
る
と
か
そ
う
い
う
ル
ー
ル

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
時
代

に
つ
い
て
少
し
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

の
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
今
回
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
歴
史

を
も
っ
と
勉
強
し
て
、
疑
問
の

答
え
が
分
か
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。　

文
・
６
年   

山
森
希の

ど
か花
さ
ん

遺跡めぐり
陵南小学校

　

私
た
ち
各
務
原
市
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
は
平

成
11
年
9
月
1
日
に
仕
事
を
引

退
し
た
地
域
住
民
が
中
心
と

な
っ
て
設
立
し
た
団
体
で
す
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根

の
よ
う
な
ボ
ー
ル
を
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
打
っ
て
、
傘
を
逆
さ
ま

に
し
た
よ
う
な
形
の
ホ
ー
ル
に

入
れ
る
競
技
で
す
。
ル
ー
ル
は

ゴ
ル
フ
と
似
て
い
る
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　

私
た
ち
の
協
会
は
、
現
在
男

子
35
人
、
女
子
13
人
の
会
員
が

い
て
、
平
均
70
歳
を
超
え
る
元

気
な
高
齢
者
の
集
ま
り
で
す
。

毎
週
、
月
・
木
曜
日
の
２
回
、

公
園
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
競
技
会
を
年
６
回
、  

ハ
ン

デ
ィ
戦
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

県
大
会
を
始
め
、
多
数
の
外
部

大
会
に
も
参
加
し
て
好
成
績
を

収
め
て
い
ま
す
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
を
通
し
て
、
活
力
あ
る
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
た
め
に
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

花
見
会
や
昼
食
懇
親
会
な
ど
を

開
催
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
を
経
験
さ
れ
た
方

は
、す
ぐ
に
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

退
職
さ
れ
て
時
間
に
余
裕
が
あ

る
方
、
ゴ
ル
フ
が
趣
味
の
方
、

仲
間
と
健
康
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す　
　
　

活
動
日　

毎
週
月
・
木
曜
日　

午
前
９
時
～
11
時

活
動
場
所　

緑
苑
南
公
園
（
緑

苑
南
１
）　

詳
細　

杉
山
☎
０
５
８（
３
８
４
）

３
９
５
１

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　
体
操
、
手
遊
び
、
紙
芝
居
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
楽
し
く
遊
ん

で
い
ま
す
。
気
軽
に
来
て
ね
。

日
時　

平
日
お
よ
び
土
日
開
催

の
「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
」
い
ず

れ
も
11
時
～

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う
・

１
才
お
め
で
と
う
事
業

　「
ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ

ぼ
う
」
の
中
で
、
1
歳
に
な
っ

た
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん
と
家

族
を
子
ど
も
館
に
招
待
し
て
お

祝
い
す
る
「
1
才
お
め
で
と
う

事
業
」
を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
21
日（
火
）　

11
時

～
11
時
30
分

場
所
　
市
内
全
こ
ど
も
館

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る
平

成
26
年
６
月
生
ま
れ
の
子

備
考　

対
象
者
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。
案
内
状
が
入
っ
た

封
筒
と
同
封
さ
れ
た
引
換
券
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

日
程　

▽
う
ぬ
ま
東
＝
７
月
６

日（
月
）▽
か
わ
し
ま
＝
８
日

（
水
）▽
あ
さ
ひ
＝
14
日（
火
）▽

そ
は
ら
・
さ
く
ら
＝
15
日（
水
）

い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

対
象　

1
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

小
学
生
チ
ェ
ス
教
室

　
チ
ェ
ス
を
や
っ
て
み
た
い
子

集
ま
れ
！

日
時　

7
月
4
日
・
18
日
い
ず

れ
も
土
曜
日　

13
時
30
分
～
15

時
30
分
（
当
日
申
込
）

場
所　

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
２
階
学
童
保
育
室
（
蘇

原
野
口
町
１
）
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

最
終
話

　
心
安
ら
ぐ
、
日
本
茶
の
香
り
と
味
わ
い
。

坂
井
源
次
さ
ん
は
、
鵜
沼
西
町
で
お
茶
を
作

り
続
け
る
製
茶
職
人
で
す
。
製
茶
業
を
始
め

た
父
親
を
10
歳
か
ら
手
伝
い
、
約
50
年
、
茶

葉
に
情
熱
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　
自
身
が
所
有
す
る
茶
畑
や
、
坂
祝
町
な
ど

近
隣
で
収
穫
さ
れ
た
茶
葉
を
蒸
し
、
乾
燥
さ

せ
な
が
ら
揉も

ん
で
い
き
ま
す
。
坂
井
さ
ん
が

手
が
け
る
「
荒あ

ら
ち
ゃ茶

」
は
、
茶
葉
の
整
形
な
ど

を
行
っ
て
い
な
い
、
一
般
に
流
通
す
る
前
の

も
の
。
機
械
化
さ
れ
た
作
業
な
が
ら
、
頻
繁

に
香
り
や
手
触
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
気
候
に

合
わ
せ
て
工
程
を
調
整
す
る
な
ど
、
お
茶
の

旨
味
を
最
大
限
に
引
き
出
し
ま
す
。

　「
昔
は
み
ん
な
、
家
に
茶
の
木
が
あ
っ
て
、

お
茶
を
自
分
で
作
っ
て
い
た
ん
だ
よ
」
と
匠
。

市
内
で
唯
一
と
な
っ
た
製
茶
職
人
が
、
変
わ

ら
ぬ
味
と
香
り
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

FILE №　030

製茶職人
（せいちゃしょくにん）

【次号から新連載】１年間ご愛読、ありがとうございました。江戸時代に起きた「徳山分家領騒動」をテーマにした小説、「各務野の夜明け」

は今回で終了します。次回からは、大正時代の各務原飛行場を舞台にした新連載、「各務野に翔ける」がスタートします。ご期待ください。

　5 月 26 日、川島ライフデザインセンターで、「指
ヨガ講座」が行われました。
【市民カメラマン：岡本直子さん】
健康に気を付けていらっしゃる方が多く参加され、
BGMや薬草茶、アロマの香りなどを楽しみながら、
指ヨガを学んでいました。
先生は、呼吸の仕方や押す動き、体への意識など
のポイントを丁寧に伝えて回り、参加者の皆さん
はリラックスした雰囲気で、受講されていました。

かかみ野の里山で、自然とふれあう ドライバーの皆さんの安全を願って

大きくなって、帰ってきてね！

第 11回たけのこまつり 春の交通安全運動

稚鮎放流指ヨガ講座

　古き良き里山の趣を感じることができる自然公
園として多くの市民に親しまれている、各務野自
然遺産の森。同公園を会場に「たけのこまつり」
が行われ、竹を使った「遊びコーナー」や、「竹
細工作りコーナー」などで自然とふれあいました。
　親子でたけのこまつりに来ていた方は、「自分
にとっては懐かしい遊びも、子どもにとっては新
鮮で、親子で楽しめました」と、大自然と昔なが
らの遊びを満喫していました。　　　（5月16日）

　5 月 11 日～ 20 日の期間、全国各地で「春の交
通安全運動」が行われました。
　市内では、5 月 14 日に、学びの森東のけやき
通りで実施され、市長や各務原警察署長、ミスか
かみがはらなど約 120 人が参加しました。キャ
ンペーンでは、一時停止した車の運転手に「春の
交通安全運動です。シートベルトを忘れずに」な
どと声をかけながら、反射材などの啓発品を配布
して交通安全を呼びかけました。

　5 月 21 日、新たな木曽川のシンボルとなって
いる各務原大橋のたもとで、園児による稚鮎の放
流が行われました。
　この稚鮎の放流は、川への感謝の気持ちを込め
て毎年行われています。今年は近隣3園の保育園、
幼稚園の園児 95 人が参加して、約 3 万匹の稚魚
を放流。日野悠生くんは、「元気に泳ぐ姿がとて
もかわいかった。大きくなってほしい」と、笑顔
で鮎を見送りました。

減
に
歩
い
て
い
た
。

「
み
よ
ち
ゃ
ん
、
彦ひ
こ
さ
く作
サ
も
元
気
そ
う
や
ね
」

「
う
ん
」

　

み
よ
は
そ
れ
だ
け
し
か
答
え
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
し
か
し
視
線
は
た
だ
一
点
だ
け
に
注

が
れ
て
い
た
。

「
皆
の
衆
、
ご
苦
労
じ
ゃ
っ
た
。」

　

出
迎
え
の
百
姓
を
代
表
し
て
野
口
村
の
百

姓
代
・
萬ま
ん

右え衛
門も
ん

が
七
人
に
頭
を
下
げ
た
。

「
い
や
い
や
、
大
勢
の
出
迎
え
大
儀
な
こ
っ

ち
ゃ
。
お
陰
さ
ま
で
ど
う
に
か
無
事
に
帰
っ

て
来
れ
た
わ
な
」

　

答
え
た
の
は
野
口
村
の
金き
ん

左ざ

え衛
門も
ん

だ
っ

た
。
大
勢
の
百
姓
の
後
方
に
い
た
み
よ
は
肩

越
し
に
彦
作
と
目
を
合
わ
せ
た
。
彦
作
も
気

が
付
い
て
小
さ
く
頷う
な
ず
い
た
。
み
よ
の
目
か
ら

一
筋
の
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
た
。

― 

了

　

真
夏
の
太
陽
が
容
赦
な
く
照
り
付
け
て
い

る
。

　

こ
こ
は
中
山
道
の
鵜
沼
宿
。
行
き
交
う
旅

人
に
混
じ
っ
て
大
勢
の
百
姓
連
中
が
西
の
木

戸
口
あ
た
り
に
屯
し
、
や
が
て
東
か
ら
来
る

は
ず
の
七
人
連
れ
を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て

い
た
。

「
お
ぉ
、
ご
ざ
っ
た
ぞ
」

　

誰
か
の
叫
ぶ
よ
う
な
声
に
、
皆
が
一
斉
に

東
の
方
を
見
た
。

「
そ
う
じ
ゃ
。
儀ぎ

助す
け

サ
じ
ゃ
。
兼け
ん
ぞ
う蔵
サ
も
。

ヒ
ィ
、
フ
ウ
、
ミ
ィ
…
ち
ゃ
ん
と
七
人
ご
ざ

る
」

　

七
月
三
日
の
昼
下
が
り
。
お
よ
そ
四
ヶ
月

前
に
村
を
代
表
し
て
江
戸
に
向
か
っ
た
七
人

が
無
事
に
帰
郷
し
た
。
野
口
・
島
崎
両
村
の

者
た
ち
全
員
が
こ
こ
鵜
沼
宿
で
出
迎
え
た
の

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
出
府
前
夜
に
彦
作
と

別
れ
た
み
よ
も
い
た
。
み
よ
は
え
ん
に
肩
を

抱
か
れ
た
ま
ま
、
次
第
に
近
づ
い
て
来
る
七

人
の
中
の
一
人
の
姿
を
探
し
て
い
た
。
そ
の

一
人
は
、
七
人
の
一
番
後
ろ
を
や
や
俯う
つ
む

き
加

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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10 年以上続けているオリジナル時計作り。雑貨店をめぐ

ると、「次はこの材料で作ってみよう」といろんなアイデ

アが浮かびます。そのアイデアを基に作り始め、試行錯

誤して、さらに工夫できないかと考える時間が面白い。

これからもいろんな素材で、独自の時計を作り続けてい

きたいです。

時計
「千代紙貼時計」

小野木治男さん
（鵜沼各務原町）

CITY
GALLERY

ユニークなアイデアが、大切な時間を飾る

佐藤　正
ま さ と

翔ちゃん（H25.3.14 生） 都
つ づ き

築　莉
り こ

心ちゃん（H27.1.9 生）

電車を見るのが大好きな、まさくん。元気で

たくましく成長してね。

（正輝さん・いずみさん、新鵜沼台）

もう5カ月だね♡毎日の成長がとっても楽し

みだよ♪これからも元気に大きくなってね☆

（輝さん・絵利香さん、鵜沼山崎町）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8299 人（男　7 万 3258 人・女　7 万 5041 人）

世帯｜ 5 万 7456 世帯　　　　　　平成 27 年 5 月 1 日現在
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